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信頼──牛肉をめぐる理想的なパートナーとして──

オーストラリア産牛肉=オージー・ビーフ

　日本で食べられている牛肉の4割以上が、オーストラリア産牛肉=オー

ジー・ビーフです。ファストフードのハンバーガーから、グルメガイドに登

場する高級レストラン、そして一般家庭でも、それぞれの用途と味わいに

見合ったオージー・ビーフが、今日も日本の食卓で楽しまれています。

厳格な安全管理

　広大な土地と自然に恵まれたオーストラリア

では、栄養豊かな牧草や高品質の穀物で健康な

牛がゆったりと育ちます。また、オーストラリア

は四方を海に囲まれ他国や他の大陸から離れて

いるため、動物を疫病から保護するのにも理想

的な条件が備わっています。こうした自然環境

に加え、畜牛の飼育段階から、輸送、加工、輸出

のサプライチェーン全体を通し官民一体となっ

て構築した管理システムが、オージー・ビーフの

安全性と品質を支えます。
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互いにメリットのある
貿易パートナーとして

　食品に求められる品質と安全システムを両国

間で理解しあい、牛肉をはじめとした食品需給

の基盤とする…このような長きにわたる日本と

オーストラリアの協力関係は、両国が包括的な

貿易協定を結ぶことにより、ますます堅固な食

料パートナーシップへと発展していくでしょう。

本制作物は、日豪牛肉需給にかかわる一部の個人、企業、団体の概要を一例として紹介していますが、両国間のパートナーシップは、もちろんこのほか多くの方々に支えられています。本稿には、豪日交流基金

からの助成により実施された日本の報道関係者視察・取材にご協力いただきました企業・団体が紹介されています。MLA豪州食肉家畜生産者事業団では、日豪の牛肉貿易にかかわるすべての企業・団体等に

ついてのお問い合わせを随時受け付けております。
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　豪日交流基金はオーストラリア政府により設立された、日豪両国の交流を促進する

中心機関で、幅広い日豪関係を強化する活動を展開しています。

　豪日交流基金の主な戦略的目的の一環として、日本における、日豪共通の利益につ

いての理解を促進することが挙げられます。

　食料、とりわけ牛肉は、日豪共通の利益のひとつです。オーストラリアは日本にとっ

て第3位の食料供給国であり、日本はオーストラリアにとって最大の牛肉輸出相手国で

す。日本の食料安全保障は、自国農業の強化と同時に、オーストラリアのような主要供

給国との食品および農産品に関する緊密な貿易パートナーシップによってさらに確か

なものとなります。

　現在、両国政府間で協議中の日豪経済連携協定(自由貿易協定)を通してより密接な二

国間関係が成立すれば、それは将来、より堅固な食料パートナーシップを育てる礎とな

るでしょう。

　豪日交流基金と豪州牛肉産業の連携は、日本における牛肉貿易関係の重要性への理

解を高める一端を担ってきました。

日本とオーストラリアを結ぶ“絆”オージー・ビーフ



オーストラリアの農場経営①

「環境で未来を築く」

めだけの活動ではなく、環境保全と生

産性向上のバランスをとりながら、持

続可能な生産スタイルを構築する試み

です。

　オーストラリアの畜産農家は、干ば

つ、土壌保護、山火事など、様々な環

境問題に向き合っています。環境保全

は非常に身近で切実な問題であり、日

本や世界で「エコ」が話題にのぼるは

るか以前から、環境への配慮と保全意

識をもって行動しています。

　環境に負荷をかけないよう、輪換放

牧（過剰な放牧を避けるため土地を休

ませる）を行いながら健全な土壌を保

ち、土壌に合った牧草を育成・管理し

て質の高い肉牛を生産。最終的に農家

の生産性を上げ、次世代につなげて

いく先進的な取り組み「エバーグレイ

ズ・プロジェクト」がオーストラリア

の畜産農家で広がりを見せています。

　このプロジェクトで重視されている

のが自然環境への配慮。環境保護のた

現地リポート─❶（ニューサウスウェールズ州 ニューイングランド地方）

半世紀を超える歴史を持つ
オージー・ビーフの供給

　初めてオーストラリアから日本に牛肉が商業

的に輸出されたのは1953（昭和28）年。明治

屋が牛肉大和煮とコンビーフの缶詰にする原料

として使用しました。

　また4年後の、1957年には日豪通商協定が

調印され、その後、1991年には牛肉の輸入自由

化が行われました。BSE問題が発生し、供給不

安が起きたときには日本からの要望に応えて、

オージー・ビーフが日本の牛肉消費を支えてき

ました。

　価値と品質、そして安全性に裏打ちされた

オージー・ビーフは、日本の消費者にとって大変

人気のある食材であり、現在、国内牛肉消費量

の約43％を供給しています。

役割 ──50年以上にわたり牛肉を安定供給してきたオーストラリア、その歴史の積み重ねをより強い“絆”に──

EPA/FTAがもたらす
需要拡大のメリット

　50年以上にわたる日豪の通商関係は、両国に様々な恩恵

をもたらしてきました。現在、両国政府の間で、より密接な

経済協力を柱とした包括的な日豪経済連携協定（EPA）／自

由貿易協定（FTA）が話し合われています。このような協力

関係は現在の日豪関係をますます強化するとともに、食料・

エネルギー安全保障の点からも、日本の利益を補完・充足さ

せることになるでしょう。

1969年の豪州産肉の輸出

豪州産牛肉輸入年表 　現在、オーストラリア産のみならず、すべての輸入牛肉に

は38.5%の関税がかけられており、日本の消費者、そして牛

肉を食材料として使用するビジネスへのコストを増加させて

います。日豪間で、より密接な経済パートナーシップを結ぶ

ことにより、このようなコストが軽減される可能性が生まれ

ます。

　オーストラリア牛肉産業としては、その結果、牛肉のおい

しさと栄養価が再認識され牛肉を楽しむ機会が増える、つま

り牛肉全体の消費が拡大すると考えます。これは国産および

輸入牛肉、両方にとって恩恵となるでしょう。それは日本の

消費者が国産牛とオージー・ビーフそれぞれの良さを理解

し、使い分けているからです。

　日本の牛肉自給率はおよそ40%であり、残り60%は輸入

する必要があります。オーストラリアの牛肉産業は、国産牛

で賄えない需要を補完することにより、日本の牛肉消費をサ

日本・牛肉消費の推移

エバーグレイズ・プロジェクト

先進機器の導入、牧草改善に積極的な若い農場主の
ロブ・ムリガンさん

ポートしていきたいと考えています。

　長年にわたる、安全・安心な牛肉供給を礎として築かれた

日豪の“絆”は、堅固な食料パートナーシップによりますます

確かなものになるでしょう。

日本とオーストラリアを結ぶ“絆”オージー・ビーフ




